
  

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の県内及び市内の感染拡大が止まらない状況が続き、非常に心配される中

で２学期始業式を迎えました。残念ながら、新型コロナウイルス感染症等の関係で全員が元気に揃うこと

はできませんでしたが、仲間のこれからの登校を楽しみにすると共に、温かく迎えていきたいと思います。   

今日の始業式は感染防止を図りたいと考えオンライン形式で行いました。併せて表彰伝達も行いまし

た。また、今日、明日は実力テストです。夏休みの学習の成果を十分に発揮してくれることを期待している

ところです。 

さて、今号は８／１９（金）に配布する予定だった瑞穂中学校だよりです。始業式の様子については次

号で紹介したいと思います。 

 

平和集会 

 

前回８／９（火）の登校日には、平和集会を開催しました。前号でもお伝えしていましたが、コロナ感染

防止のために全校生徒の集合形式で行うことはできませんでしたが、人権平和実行委員と各学年代表

者が力を合わせ、事前に発表内容等を収録し、それを視聴することで、平和集会までの学びを確認すると

共に平和への思いを強くすることができました。 

実行委員会の副委員長の宮﨑瑠惟くんの開会あいさつの後に、校長からは２つの思いを伝えました。

概略は次の通りです。 

１つ目は、戦争被害者に思いを寄せるということ。長崎と原爆、そして被爆者は切り離せませんが、被爆

者も言葉を変えれば戦争被害者です。そして、今この瞬間も戦争被害者が生まれています。今日は、ぜひ

戦争被害者に思いを寄せてみましょう。 

２つ目は、平和とは突き詰めれば当たり前の日常が送れることだと思います。たまたま、その思いを強く

したコラムがありました。それは広報うんぜん８月号の裏表紙にある「ぽつり」というコラムでした。今から

読みます。よく聞いておいてください。（※ コラム「ぽつり」を紹介しました） 

今日の平和集会では、ぜひ戦争被害者に思いを寄せながら、平和とは当たり前の日常が送れることだ

ということも踏まえて、みなさん一人一人が平和について真剣に考えてほしいと願っています。 

 １年生はテーマを「原爆について」とし、①原爆の歴史、②原爆の構造、③原爆の威力、④原爆の健康被

害と影響の４つの小テーマで詳しく発表しました。１年生のまとめと感想は「平和学習では、原爆のことを

詳しく調べ、みんなの発表を聴いたことで原爆の威力や様々な被害の様子、原爆の開発の歴史や背景な

ど、今まで知らなかった多くのことを知ることができました。長崎や広島に落とされた原爆について、前よ

りも分かるようになったと思います。様々な被害を知り、核兵器のない平和な世の中の素晴らしさと大切

さが分かりました。」というものでした。 

２年生は最初に学年独自の平和学習事前アンケートの結果を紹介しました。「現在、平和だと思います

か？」という質問に対して、身の回りであれば「はい」が８３％、日本については「はい」が４６％、世界につ

いては「はい」が何と０％という結果でした。その理由は、「ウクライナとロシアで戦争が起きている。」「コ
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ロナウイルスが拡大している。」というものでした。生徒も敏感に感じ取っていることがわかる結果でした。

その後、ふるさと平和学習での学び（人間魚雷作戦、愛野空襲等）を紹介しました。 

３年生は、①ＩＣＡＮ活動、②世界平和への一歩、③核兵器の現状、④戦争と医療、⑤高校生平和大使

の世界への影響の５つの壁新聞をもとにその内容を詳しく説明しました。そして、まとめとして次のメッセ

ージを力強く発しました。『地球は「ひとつ」 みんなが家族 となりと「姉兄弟妹」 地球は「家族！」 平和

で幸福な地球号 夢と希望の子どもたちをのせて前進だ！』（※原文のまま） 

実行委員のメンバーは永井隆博士の生涯を通して戦争の悲惨さを詳しく伝えました。平和公園そばに

ある「如己堂」がその原点であり、平和への思いがこれからも継続される起点ともなっていると思います。 

 そして、平和祈念式典の生放送を視聴しながら、１１時２分を迎えました。黙祷をしながら一人ひとりが戦

争という惨禍から平和の尊さを知ると共に、平和への歩みを進めていくことを誓ったことだと思います。 

最後に、実行委員が瑞穂中学校平和宣言を読みあげました。 

瑞穂中学校平和宣言 

一、私たちは世界中のすべての人の笑顔が絶えず、穏やかに、かつ幸せに過ごせるよう、いじめや差別・

偏見をなくし、一人ひとりが責任をもって行動します。 

一、私たちは、たくさんの人の命が奪われる戦争の恐ろしさを頭と心で正しく受け止め、二度と戦争を起こ

さないという強い思いを持ち、その思いを後世に継承させるように、真剣に考えます。 

一、一人ひとり生きていることに感謝して、それぞれの人が平和で楽しく過ごせるように、お互いのことを

認め合い、助け合い、協力して生活します。 

令和４年８月９日 瑞穂中学校生徒一同 

 最後は、実行委員長の森川琉実花さんの閉会あいさつで締めくくりました。実行委員のみなさん、各学

年代表のみなさん、平和集会に向けての準備、運営等、ありがとうございました。お疲れさまでした。 

 

頑張ってます！！ 

 

夏休み中も生徒たちは部活動、駅伝練習及び諸活動に頑張っています。その頑張りが結果につながっ

てきているものがあります。 

 ◯ 第７２回「社会を明るくする運動」第１５回「雲仙市中学生弁論大会」 

優秀賞【雲仙市議会議長賞】  ３年 中田 愛奈さん  演題「私たちにできることって一体・・・」 

 コロナ禍のために事前収録された弁論の様子をオンラインで審査され、素晴らしい結果を残しました。

せっかくですので、２学期始業式の時に、その弁論を全校生徒に紹介したいと考えています。 

 

 ◯ 雲仙市中学生ソフトテニス夏季大会 

    【優勝】 雪屋 晴香・園田 沙紀 ペア  【準優勝】 橋本 あみ・東 みらい ペア 

    【3 位】 東 璃子・宮﨑 千尋 ペア                                    （敬称略） 

  この３ペアは８／２１（日）に諫早市の県立総合運動公園テニスコートで開催される「第４１回長崎県

夏季選手権大会」に雲仙市代表として出場します。しっかり頑張ってくれることでしょう。ファイト！！ 

 

 ◯ 選抜選手 

  【第３６回全国都道府県対抗中学生バレーボール大会県選抜選手】  宮﨑 宥祁くん 

  【ジュニアスポーツ推進事業バスケットボール競技郡市町対抗中学校３年生島原半島選抜選手】 

                                           塩塚 奏くん   宮﨑 瑠惟くん 

  【長崎県サッカーＵ１５選抜選手】  小笹 朋史くん 


